
中堅商社の皆さまが抱える課題　～こんなことにお困りではありませんか？～
商社は、多種多様な商品やサービスを取り扱い、得意先・仕入先も国内・海外など多岐に渡り、またビジネスを行う国や各取引先との間の個別ルールな
ど、様々なビジネスルールや慣習に対応していく必要があります。
しかし実ビジネスにおいては、皆さまは以下のような業務上の問題点をお持ちなのではないでしょうか。

課題解決に向けたポイント
先に挙げた課題の多くは、以下のポイントに起因するのではないでしょうか。

 ●商社の業務において業務/システム上の情報が分断されていること ・・・部門間情報連携の不足
 ●得意先・仕入先との関係上個別対応を迫られていること ・・・社内業務やデータ標準化の遅れ
 ●情報共有が遅れ、意思決定に必要な情報を収集できないこと ・・・社内状況の「見える化」が進まない

・
・
・

仕入先/得意先双方にあわせた業務遂行を迫られ、対
応に多大な工数がかかる

取引先の業績悪化による債権回収リスクが増大して
いるため、与信管理の強化が必要

予算/実績の乖離が大きく、業績（着地）予想が立て
づらい。同時に意思決定が遅れる

海外取引における為替変動リスクへの対応および
外貨管理のために多大な工数がかかる

ビジネスの進行状況（ex．商談中、契約済、受注済、
売上計上済・・・など）を把握することができない

社内状況を正確に把握したい

業務・各種ルールのパターン化/標準化と
システム活用による効率化

蓄積データの活用による意思決定支援

業務の実態は、様々な
要因が複合的に
絡み合って
いる・・・

解決の糸口を
どうやって
見つければ
いいのか？

業務のパターン化/標準化
が図れない

部門間の連携が図れず、
急場しのぎのリスクヘッジに

なっている

社内で蓄積された情報が
連携できず、適切な意思決定に

つながらない

しかし、実際には各種の原因が複雑に絡み合い、各種課題の解決に向けてどのような取り組みを行うべきかがわからない、ということが本質的な問題
点ではないでしょうか。
このような状況を解決するためには、貴社の業務上の実態と課題を紐解き、目指す方向性（改革テーマ）を設定する必要があります。
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サービスカタログ

中堅商社様向け「改革テーマナレッジベース」を活用したコンサルティングサービスのご提供



「改革テーマナレッジベース」を活用したコンサルティングサービスによる解決へ
富士通総研では、過去のコンサルティング実績から商社を中心とした多くの流通業のお客様が抱える課題と解決策を蓄積・「型化」した「改革テーマナ
レッジベース」を活用し、商社業界に関する経験/ノウハウを持つコンサルタントが貴社の課題解決をお手伝いいたします。
「改革テーマナレッジベース」は、貴社の「ペインポイント（課題）」の発見から、それが解決された業務のあるべき姿のデザイン、その実現のための施
策群（＝改革テーマ）の立案、および期待効果の整理までをスピーディに実施する強力なツールです。

本コンサルティングサービスのメリット
「改革テーマナレッジベース」を活用したコンサルティングサービスにより、経営から現場業務、システム上の課題解決をお手伝いいたします。

現場業務

経営層 営業系

管理系

物流系
・
・
・

・
・
・

「改革テーマナレッジベース」

■意思決定
迅速化
■コスト削減
■回収リスク低減

経営効果 業務効果 ペインポイント
（お客様の課題）

ERPなど
システムでの
解決策

業務改革
での解決策

■売上状況の
適時把握
■照合業務効率化
■取引先与信
状況把握　etc.

■仕入先からの請求
明細と突合を行い
違算把握を行って
いるが、原因究明
および対応が手作業
となり負荷が高い  etc.

■仕入先別計上
実績と請求された
内容の共有
■仕入計上入力
の徹底、計上ミス・
モレ発生防止  etc.

ねらい・効果 手段
モジュール・業務

BEFORE AFTER

■ 業務標準化による作業品質の向上と人材流動化対応
■ 業務運用ルール定義と徹底によるコア業務への注力化

期待効果

■ 営業経理業務（契約、違算管理）のやり方があいまいかつ、得意先／仕
入先毎に異なるため属人化してしまっている

■ 対応が顧客別になっているが、対応方法は現場担当者に任されている
ため、現状以上の効率化が図れない

■ 顧客対応パターンごとに業務運用をルール化／標準化し、業務運用を
徹底

■ 属人性を排除することで、従来以上の業務効率化
■ 標準化により、担当者の異動や外部サービス利用に対応

得意先／取引先ごとの業務
処理のパターン化／標準化伝票 請求書

部署／担当者
間の情報共有

なし

【他の担当者】

担当者独自の
方法による
業務実施 業務処理

標準手順/ドキュメント
ルールとして定義し、
運用を周知徹底

他の視点を加えることで、
個人に依存ぜず、効率化
可能な運用方法を定義

標準化により
外部サービスの
利用も可能に

個人に依存しない業務運用の徹底と
業務効率化の両立

具体的な解決策のご提案
「見える化」
・・・ERP

「意思決定支援」
・・・BI

改革テーマ（イメージ）

「標準化/効率化」
・・・BPR

生産計画

生産

在庫管理
（製品）

生産計画

生産

在庫管理
（製品）

BEFORE AFTER

■ 計画立案に必要なデータ精度の向上による、最適な販売・在庫のコントロール
■ 在庫の最適化

期待効果

■ 在庫情報や、各種計画（販売、購買等）が各部門間で共有されておらず、
情報の伝達におけるタイムラグやサバ読みが発生。結果、需要と乖離し
た在庫発生につながる恐れがある

■ 各部門間にて在庫情報や入出庫情報をリアルタイムに統合・一元化
■ この情報に基づいた計画立案を行うことで、最適な販売・在庫コントロー
ルを実現する

販売計画/
輸送計画購買計画

発注

物流部門 販売部門協力工場

生産計画

生産

生産計画

生産

在庫管理
（製品）

生産計画

生産

在庫管理
（製品）

販売計画/
輸送計画

受注/出荷受注/出荷

在庫管理
（製品）

在庫計画

調達

在庫管理
（製品）

物流部門 販売部門関連会社

出荷計画

出荷

在庫管理

在庫情報 在庫情報 在庫情報 統合在庫情報

在庫情報が偏在 在庫情報を統合・見える化

在庫管理
（製品）

在庫管理
（部材）在庫管理

あるべき姿

・他の担当者では対応方法がわからない
・作業品質に差がある

タイムラグ、サバ読みが発生

受注/出荷受注/出荷

在庫全体を考慮した
各種計画の連動

「ねらい」と実態とのギャップに対する
現実的かつ有効な解決策の提示

パッケージ導入に向けた要件抽出の迅速化

一連の検討工程を迅速かつ円滑に推進

導入のねらい、課題および取り組みテーマをスピーディに整理

弊社のノウハウ豊富なコンサルタントと共同で検討することに
より、商社の皆さまが求める姿と現状とのギャップに対して
有効かつ現実的な解決策を提示

早期に課題・要件の抽出がスムーズに行われることで、
プロジェクト全体の進行についても円滑に進めることが可能・・・

・・・

・・・
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